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創業20周年と
新経営体制への移行から2年
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2025年8月9日、ユーグレナ社は創業20周年を迎えることができました。
お客さま・株主さまからのお声に支えられています。心より感謝申し上げます。

株主の皆さまへ：20年間お支え頂きありがとうございます

偏食だった息子に栄養をと探し
て辿り着いたユーグレナ。10年
経ち、息子も元気に育ちました。

大学時代に藻類研究でユーグレナに出会い、
社会人になって初めての株式購入はユーグレナ社。
今では子どもにもジュースを飲ませています。

石垣島の離島ターミナルで
初めて飲んだユーグレナが
飲みやすく、ファンになり
ました。

初めてユーグレナを飲んだ
のは株主優待がきっかけ。
今では定期購入し、旅行に
も持参するほどの愛用品に。

大病を経て、健康維持のためにユーグレナを継続。人生の1/4

を共に過ごし、今では“元気の秘訣”と周囲に話しています。

初めは興味本位だったが、会社の理念やスタッフの人柄に惹か
れ、ファンコミュニティにも参加。今では仲間と支える存在に。
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*1:  本株主総会で第3号・第4号議案が承認されることを条件として実施

業績・財務体質の大幅な改善を踏まえ、株主の皆さまへの感謝の意を表して、
創業来初となる特別配当の実施を、本株主総会にてご提案いたします*1

株主の皆さまへ：20周年記念特別配当

(1,420)

432 

2,366 

FY2023 FY2024 FY2025

2,222 

4,330 

6,939 

FY2023 FY2024 FY2025

46,483 47,619 
50,370 

FY2023 FY2024 FY2025

(1,465)

301

3,123 

FY2023 FY2024 FY2025

売上高 調整後 E B I T D A 経常利益営業利益

（
百
万
円
）

10倍 5.5倍
1.6倍

過去
最高

1株につき2円の20周年記念特別配当を実施
（総額2.7億円、配当原資はその他資本剰余金）

今後の株主還元方針は未定、業績進捗・財務状況・投資計画等を総合的に勘案しながら検討
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2024~2025年は「黒字体質への転換」を集中的に推進、
2026年は新たな成長に向けた挑戦に注力

新経営体制への移行から2年

To Be
目指す姿

原点回帰

バイオマスの5F

&
両利きの経営

黒字体質
への転換



6

C
o

p
y
ri

g
h

t 
E
u

g
le

n
a
 C

o
., 

Lt
d

. 
A

ll
 r

ig
h

ts
 r

e
se

rv
e
d

.

本日お話したいこと

①収益構造の劇的改善

②我々は何の会社なのか
（Why Euglena?）

③2030年に向けた道筋の蓋然性
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① 収益構造の劇的改善
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*1:  サティス製薬及び日本ビューテック連結化に伴うPPA（のれんの識別可能資産（顧客関連資産、受注残）への配分）の結果をFY2024Q2に遡及適用

黒字体質の定着

2,649
2,222

4,330

6,939

(3,456)

(1,465)

301

3,123

FY2022 FY2023 FY2024 FY2025

調整後EBITDA 営業利益

前年比で

調整後EBITDAは1.6倍

営業利益は10倍
に拡大

YoY

10倍

YoY

1.6倍
（百万円）
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973 
310 

(90)

167 

(87)
(271)

704 239 175 191 

4,330 324 

(27)

6,939 

24年度
実績

M&A
影響

直販
売上

流通
売上

OEM等
売上

その他
売上

売上
原価

広告
宣伝費

その他
販売費

人件費 管理費 研究
開発費

助成金 25年度
実績

売上増に加えて、変動費抑制の取組みが大きく寄与

調整後EBITDA増加の源泉

注:  M&A影響は24年度に売却した子会社とサティス製薬グループに係る増減

調整後E B I T DA増減分析（前年比）

① 広告効率改善

② 原価削減と
 工場の収益性改善

③ 物流改善と
 販促の見直し

広告増加以上に
直販売上が増加

売上増に関わらず
原価増が限定的

売上増に関わらず
販売費は低減

（百万円）
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6.0%
4.8%

9.1%

13.8%

10.3%
11.1%

14.8%

18.9%

FY2022 FY2023 FY2024 FY2025

連結合計

ヘルスケア

52.2% 52.7% 53.2%
55.2%

53.7%

55.0%

58.1%

62.0%

FY2022 FY2023 FY2024 FY2025

収益構造改革でヘルスケアの調整後EBITDAマージンが劇的に改善

収益構造の劇的改善

*1:  売上高に対する限界利益（売上総利益ー広告宣伝費以外の販売費）の比率

3年間で

+8.5ptの改善

調整後E B I T DAマージン

限界利益率*1の推移

（ヘルスケア）

特にユーグレナヘルスケアとキューサイ
の限界利益率の改善が大きく寄与
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総仕上げとして、9期ぶりの当期純利益の黒字転換を目指す
2026年度は黒字体質は維持しつつ成長投資に着手

2026年度業績予想

46,483 47,619
50,370 52,000

FY2023 FY2024 FY2025 FY2026

（予想）

その他

バイオ燃料

ヘルスケア

売上高

（
百
万
円
） 直販中心に、

継続成長

28年度

550-600億円
規模へ

(2,653)

(651) (806)

FY2023 FY2024 FY2025 FY2026

（予想）

FY2026

黒字転換へ

一時的な
費用が解消

当期純利益

(1,465)

301

3,123 3,200

FY2023 FY2024 FY2025 FY2026

（予想）

営業利益
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投資家の皆さまからの声
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投資判断に必要な“材料”の不足

見えてきた3つの課題

微細藻類企業としての再定義が

必要。ヘルスケア・バイオ燃

料・アグリを繋ぐ軸が見えない。

何の会社か分かりづらい

バイオ燃料商業化の時間軸が長

く、達成蓋然性が見えにくい。

確信が足りない

情報発信のスピード感・頻度・露

出が不足。情報が多く、会社の状

況が伝わっていない。

情報発信に工夫が必要

Why Euglena

の明示
確信の再提示 IR/PRの強化

３
つ
の
対
応
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② 我々は何の会社なのか？
 ー Why Euglena?
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創業20年を機に、私たちは『何の会社なのか』を再整理

目指す姿の再定義  - Who we are

私たちは
安定収益を生み出すヘルスケア事業を基盤に、

政策追い風のバイオ燃料事業で新たな収益を立ち上げ、
その先は微細藻類技術を強み（差別化要素）として、

新しい収益源を生み出し続ける会社です

パーパス『人と地球を健康にする』の実現に向けて
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微細藻類と研究開発力こそ、我々の独自アセットと再認識

原点回帰  - 当社独自のアセット（資産）

機能性研究

研究開発力素材

機能性素材
パラミロン

撮影：青山学院大学 福岡伸一教授

ユーグレナ

クロレラ

オーランチオキトリウム ゲノム編集培養技術
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アグリ

バイオ
燃料

ヘルスケア

微細藻類を軸にヘルスケア・バイオ燃料・アグリとの重なりを強化

事業ポートフォリオの変化の方向性

微細藻類
ユーグレナ

アグリ

バイオ
燃料

ヘルスケア

微細藻類
ユーグレナ

2 0 1 5年 2 0 2 5年 2 0 3 5年

微細藻類
ユーグレナ
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③ 2030年に向けた道筋の蓋然性
 3-1 ヘルスケア事業
 3-2 バイオ燃料事業
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FY2024

実績

FY2025

実績

FY2026

予想

… FY2028

ｲﾒｰｼﾞ

…  FY2030

目標

アグリ等（探索）

バイオ燃料（深化）

ヘルスケア（探索）

ヘルスケア（深化）

2030年度目標への道筋  - 売上高

1,000億円規模

520億円504億円
476億円

100億円

300億円

600億円

新商品の開発、M&A、
海外進出等で拡充

マレーシアJVへの
15%出資が確定、

フル稼働で
10万KL×300円/L想定

D2Cの安定成長
&BtoBの強化で

年率3%程度の安定成長
＋

海外展開と疾患領域で
新規需要を開拓

550-600
億円

① 既存ブランド
における成長の芽

② パラミロンの
マルチ機能性表示

③ 海外展開

④ 疾患領域
への挑戦

⑤ バイオ燃料
事業の蓋然性
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FY2024

実績

FY2025

実績

FY2026

予想

… FY2028

ｲﾒｰｼﾞ

…  FY2030

目標

全社

アグリ等

バイオ燃料

ヘルスケア

合計

*1:  合弁会社からの配当による税引前利益（資金調達費用を除く）ベース

2030年度目標への道筋  - 調整後EBITDA

160億円相当

70億円69億円

43億円

10億円

60億円*1

105億円

10%以上の
利益率を確保

規制強化による需要
拡大で、税引前利益率

20%以上を見込む

既存事業の売上成長と
’24-25年に大幅改善
した収益性で、
新規投資をカバー

収益性改善
で更なる
上振れも
視野

(15)億円

15% 19% 18.5% 17.5%

ヘルスケア
調整後EBITDA

マージン

80-90億円
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③ 2030年に向けた道筋の蓋然性
 3-1 ヘルスケア事業
 3-2 バイオ燃料事業
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直販定期顧客数の推移

ついに定期顧客数が反転。からだにユーグレナのお出汁とCONCが成長をリード

多様なブランドポートフォリオ
① 既存ブランド
における成長の芽

71万人

78
72 71 70 からだにユーグレナ

CONCone akyrise epo

C COFFEE
ひざサポート
コラーゲン

ザ・ケール

コラリッチ

食
品

化
粧
品

ブランドポートフォリオ

反転
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FY2022 FY2023 FY2024 FY2025

2025年9月：お出汁の
ヒットクリエイティブ誕生

お出汁のヒットクリエイティブを起点に、定期顧客数の伸びが加速

成長ブランドの定期顧客数推移

FY2022 FY2023 FY2024 FY2025

からだにユーグレナ CONC

からだにユーグレナ
に次ぐ規模に成長

① 既存ブランド
における成長の芽

YoY

+12%

YoY

+41%
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ヒットクリエイティブ（動画）

２
０
２
5

年
9

月
投
稿
動
画

２
０
２
5

年
11

月
投
稿
動
画

① 既存ブランド
における成長の芽
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忙しいパパママの「時短×栄養」需要に刺さるソリューション広告

お出汁のヒットクリエイティブ

プレゼンは動画にする。
9月Instagram

11月Instagram

HP載せるときは写真に変える

2025年9月
投稿動画

2025年11月
投稿動画 ⚫ 共働き家庭の“時短×栄養”ニーズに刺さる内容

⚫ 料理シーンで再現性UP

⚫ ママ目線の作り方への共感（火を使わない・冷凍ストック）

ヒットの理由 3つ

お客様の声

子どもに気付かれ

ずに、鉄分が取れ

るのが一番助かる

忙しくて考える余裕が
ない中で、入れるだけ
なのが続けられる

バレずに鉄分補給 考えなくていい栄養

① 既存ブランド
における成長の芽

https://www.instagram.com/reel/DOVXNF9k4RC/?utm_source=ig_web_copy_link&igsh=YzBudjV6eTEwdzdw
https://www.instagram.com/reel/DOVXNF9k4RC/?utm_source=ig_web_copy_link&igsh=YzBudjV6eTEwdzdw
https://www.instagram.com/reel/DOVXNF9k4RC/?utm_source=ig_web_copy_link&igsh=YzBudjV6eTEwdzdw
https://www.instagram.com/reel/DRWpb20gcAj/
https://www.instagram.com/reel/DRWpb20gcAj/
https://www.instagram.com/reel/DRWpb20gcAj/
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24/9 24/12 25/3 25/6 25/9 25/12

定期顧客数が約3倍、モール売上にも波及（楽天・Amazon）

お出汁ヒットの効果

からだにユーグレナ：子育て世代向け商品

2024年8月発売 2024年9月発売

2024年11月発売

2025年9月：
お出汁のヒット
クリエイティブ誕生

26/2

定期顧客数の推移（自社EC）

モール

47%
自社EC

モール売上比率：FY2025累計

自社EC以外へ
チャネル拡大

① 既存ブランド
における成長の芽

1万人に
到達間近

5カ月で

3倍
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過去の研究成果を活かして機能性表示テーマを拡充し、
マルチ機能性表示素材としての競争力を強化

機能性表示に活用可能なパラミロン

撮影：青山学院大学 福岡伸一教授

血圧上昇

抑制

認知機能

ストレス

緩和

アトピー性

皮膚炎症状

の緩和

整腸作用

コレステ

ロールの

低下インフルエ

ンザウイル

ス感染症状

の緩和

免疫バラン

スの調整

イライラ

感の緩和

睡眠の質

機能性表示素材としてのポテンシャル

自
由
摂
取

自
由
摂
取
＋
ユ
ー
グ
レ
ナ

自
由
摂
取
＋
パ
ラ
ミ
ロ
ン

絶
食

絶
食
＋
ユ
ー
グ
レ
ナ

絶
食
＋
パ
ラ
ミ
ロ
ン

基礎研究やヒト臨床で
エビデンスを蓄積

② パラミロンの
マルチ機能性表示
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ハラールを含む各種認証を活かしつつ、製品輸出・OEM・海外展示会で
グローバル展開を推進

海外展開に向けて

クロレラ粉末 ユーグレナ粉末 ユーグレナグループ商品

シンガポール

中国

モンゴル

タイ

韓国

フィリピン

米国

出雲工場でハラール
認証を取得

パラミロン粉末

③ 海外展開
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④ 疾患領域
への挑戦

腎疾患は日常生活での負担が大きく、日本医療における最大の社会課題の一つ

慢性腎臓病（CKD）の進行抑制・食事療法の負担軽減に対する解決策が求められている

疾患領域におけるパラミロン活用の可能性

*1:  CKD診療ガイドライン2024

*2:  日本透析医学会年次統計調査（2024年末時点）
*3:  厚生労働省 第139回社会保障審議会医療保険部会「参考資料２」（2021年、 https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_15981.html）

⚫ 日本のCKD患者は約2,000万人（成人5人に1人の割

合）*1、透析患者は約33万人*2で増加の一途

⚫ 関連医療費は年1.6兆円*3 （医療費総額の4%）以上

高まる社会課題

腎臓は「沈黙の臓器」

腎疾患は進行すると不可逆で、

日常での食事や生活でのケアが重要 過去の研究資産とパートナー
シップを活かして実用化に挑戦

パラミロンを活用した
メディカルフードの開発

https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_15981.html
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③ 2030年に向けた道筋の蓋然性
 3-1 ヘルスケア事業
 3-2 バイオ燃料事業
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バイオ燃料は脱炭素とエネルギー安全保障の両立が求められる分野における選択肢

制度が「需要を後押し」する市場

前提

⚫ 航空、長距離輸送、重機、船舶業界では、

電動化・水素化が現実的でない 

⚫ 陸・海・空の需要は減らせない

（エネルギー安全保障）

⚫ CO2排出削減は引き続き求められる

（2050年カーボンニュートラル）

⚫ 既存車両を活用しながら脱炭素を進められる

バイオ燃料へのニーズが拡大（EVが逆風）

⚫ ESGの流行ではなく制度・国際ルールで動いている 

⚫ EU・アジアでは義務化が継続・拡大 

⚫ 米国の政策変更でも止められない領域

だからバイオ燃料（SAF/HVO）は『残る』

バイオ燃料は、すぐに脱炭素と供給安定の両方に効く『現実解』

⚫ 2025年より2%

⚫ 2030年には6%

⚫ 2035年には20%

⚫ シンガポール：2026年に1%

⚫ マレーシア：2026〜2027年に1%

⚫ インドネシア：2026年に3%

⚫ 韓国：2027年に1%

⚫ 日本：2030年に10%

欧州 アジア

【SAFの混合義務化】

⑤ バイオ燃料
事業の蓋然性
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脱炭素に向けて、電化が困難な液体燃料領域での需要が増加

当社はSAF/HVO供給実績130件以上

運輸・物流（バス・トラック、鉄道）

建設重機

船舶・商船
ボイラー（工場）

政府専用機

商業用ジェット機

航空自衛隊戦闘機

SAF 次世代バイオディーゼル燃料（HVO）

⑤ バイオ燃料
事業の蓋然性
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*1:  約13億米ドルを150円/米ドルで換算
*2:  SAF、HVO、バイオナフサの製造量

商業プラント概要  - 建設工事は順調

⚫ 製造能力：

約72.5万KL/年相当*2

⚫ スケジュール：

 2028年下期迄の稼働開始予定

⚫ 進捗状況：

2025年7月に持分15%が確定
（必要資金額も確保済）

マレーシアPETRONAS社
の敷地内に建設中

鍬入れ式（2025年11月）

建設現場（2025年6月）

⑤ バイオ燃料
事業の蓋然性
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*1:  バイオ燃料取扱量約10万KL/年相当、バイオ燃料価格@300円/L、本合弁会社の純利益率20%以上・配当性向100%（資金調達影響は加味せず）という前提条件のもと、
例示を目的として作成した当社独自のシミュレーション値。当社又はプロジェクトの正式な予測値・目標値ではなく、今後の事業進捗や市場動向により変動

*2:  Argus社データを基に当社で作成した参考値で、実際の価格は地域や取引条件によって異なる。比重は燃料0.8g/cm3・廃食油0.9g/cm3 、$1=150円で試算

収益ポテンシャルの蓋然性

15%出資=当社取扱量10万KL

0.0

1.0

2.0

3.0

Q1 Q2 Q3 Q4

SAF HVO 廃食油

（$/L）

2025年4Qは

$2.0/ℓ
(約308円/ℓ)*2

前後で推移

国際競争力→収益性価格300円/L

売上高（原料/製品トレーディング）

300億円/年規模

税引前利益（資金調達影響を除く）:

60億円/年以上 + トレーディングからの利益

当社の収益ポテンシャル * 1

価格推移（2025年、欧州）
⚫ アジア最大級規模の製造能力
⚫ SAFとHVOをフレキシブルに生産
⚫ 原料供給ソースや主要な国際航路に
アクセスしやすい地理的優位性

技術力、原料調達力を有するパートナー

2030年に向けて
さらに上昇する見込み

⑤ バイオ燃料
事業の蓋然性
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『藻油』は、私たちの北極星

バイオ燃料の商業生産を達成した先に、
私たちが目指し続けるのが『藻油』
廃食油は重要な基盤原料であり、

藻油は、その先を見据えた次の選択肢

⑤ バイオ燃料
事業の蓋然性

屋外プール培養 屋内タンク培養

最大の課題＝
低密度&平面

農業的

最大のメリット＝
高密度&立体

工業的
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最後に：情報発信の強化
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*1: 国立がん研究センター 多目的コホート研究（JPHC Study）（American Journal of Clinical Nutrition, 2019）

海藻と健康に関するエビデンスを基盤に、「藻活」の認知拡大・
社会実装を強化

人を健康にする  -藻活

素材認知の拡大藻に関する研究 12社連携

で始動
海藻を「ほとんど毎日」

食べる女性の
虚血性心疾患の

発症リスク低下率*1

44%↓
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社会課題×自社アセット×政策優先度（追い風）が重なる領域で、
社会実装・認知拡大を強化

地球を健康にする  - バイオ燃料事業

バイオ燃料事業

社会課題 追い風

自社アセット

サステオ供給実績 強力パートナーシップ

電化・水素化できない領域
での脱炭素

エネルギー安全保障（供給源分散）
GX-ETS始動（2026年4月）

130件以上

CO₂排出量

約7,300万トン

日本の原油輸入の
中東依存度

95%
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